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ーデジタルアーカイブの構築を11指して-

③新fiif思11キ型的!msp献

#;秋経伝集解30巻 〔嫌倉J'ザ清家点書入金沢文庫本巻行

普の社預が注釈を附した『存秋11:氏uuの旧紗本。30職"のほぼ完全なテクストで、席代以前の『た伝』の

盗を 1[-:めた写本で、ある 。平安時代ノ長期の I~J経博士 ・清原版業が大成し、孫の清原教隆が北条実時に伝授し

た清家の訓法と共に、実時の息男篤時、顕時が書写させた、金沢文庫本。円本漢学研究、円本語学の資料と

しても重視されている。近世には徳川家康の所有となり、駿府の御文庫から江戸幕府の紅葉山文庫に移さ

れた、いわゆる駿河御譲り本の一。

尚，ヰ正義20之さ 〔末手宗朝IJJ刊 jlJ穂加点識語 金沢文JrI-(ノド とを首

唐の孔頴達等が皇帝の勅を奉じて編集した『五経正義』のーで、儒経解釈の占典として重mされた。宋代
以降、孔安戸!の作と伝える占注をnった「注疏本」が流布したのに対し、『正義』のみから成り、注疏合編の
際の符¥1白や改訂を経ないIl，j!疏本」として将名な版本で、ある。もと金沢文庫の蔵品で、京冗2年(1304)、金

沢文庫を管JlI!.した称名寺の仰円騒が何点を加えている。その後、鎌倉の|リ覚寺に移され、五山禅僧の修学

に供された後、民間に流失していたものを、江戸後期に幕府が発見・収蔵し、紅葉111文庫本とした。
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金沢文庫本の『存秋

経伝集W(:.nを納める、紅

葉山文庫以来の木箱。

長のJ!1'iり紙に 1)，唆府御

文庫本J3;の際識が見

える 。 下段は I l ij じく~

版 『太、I~御覧』 、また~
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令沢文庫本の『尚

，i?正義』を納める筋。

rLJ i後!切に幕府の有

となったが、{ム米が

見なるため、駿M御

凝り本とは)jlJ製の木

町iを使川する。


